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１．はじめに 

2018年 11月 6日に EPOが公表した"Patents and self-driving vehicles"によれば、自動運転

車両（"Self-driving vehicles" (SDVs) ）は、2025年から市販されることが見込まれており、輸

送革命をもたらす可能性があると言われています。そして、2030年までに数千億ドルにも及ぶ

潜在的な市場が見込まれることに鑑み、この分野において新たな技術開発をするために、大手企

業は、膨大な研究開発の受容能力を高めつつあります。 

 

また、より多様化した産業企業も、この産業部門に関与し始めています。なぜなら、車両に関

する技術が進化しつつあるからです。極めて革新的であることで知られ定評のある自動車会社は、

無線通信やビッグデータ等の他の同等の強力な産業によってもたらされる破壊的なデジタル技

術に適応しなければならなくなります。このような新規参入会社は、車両設計の経験はありませ

んが、ソフトウェア、通信技術、及び、AI においてリードしています。本源的技術の多くは、

既に発明されており、それらの技術に対して知的財産権を確保するために、多数の特許出願がフ

ァイルされています。 

 

過去 10年間の EP特許出願統計データから見える自動運転車両に関する興味深い情報につい

て、上記の"Patents and self-driving vehicles"を参照し、以下に説明します。 
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